
 マツ科
か

 マツ属
ぞく

 （常 緑
じょうりょく

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Pinus densiflora 英名
えいめい

：Japanese red pine 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：針
はり

のような細長
ほそなが

い 形
かたち

、２本
ほん

が一
ひと

束
たば

でつく 

      付
つ

け根
ね

は赤
あか

っぽいもので束
たば

ねられている 

   しなやかで柔
やわ

らかい感
かん

じ、断面
だんめん

は半円形
はんえんけい

、 

・幹
みき

：皮
かわ

は赤
せき

褐 色
かっしょく

、亀
かめ

の甲羅
こうら

状
じょう

に割
わ

れ、 鱗
うろこ

状
じょう

に剥
は

がれる 

・ 昔
むかし

から長 寿
ちょうじゅ

のお祝
いわ

いなどに用
もち

いられる（門松
かどまつ

・松 竹 梅
しょうちくばい

） 

・葉
は

が二
ふた

股
また

に分
わ

かれるからマタ（股
また

） → マツ 

・内陸部
ないりくぶ

に育
そだ

ちやすい、アカマツ街道
かいどう

（七飯町
ななえちょう

） 

アカマツ（メマツ） 

見分けるポイント 

雄花 

痛くない 
２本一束 

赤いもので 

束ねられている 

亀の甲羅状で赤褐色 


